
  

 

  

 



 

 

  



 

 

チームリーダー挨拶 
チームリーダー 石井伶奈 

  
謹んで新春のお慶びを申し上げます。旧年中は、弊チームの活動に格別のご高配と温か

いご支援を賜り、心より御礼申し上げます。 

12 月は学生フォーミュラ 2026 日本大会へのエントリーを行いました。無事に手続きを

完了し、今大会で弊チームの使用するカーナンバーは「C12」となりました。1 月は自己

推薦型選抜、指定校制推薦などの合格発表があります。新合格発表が続き、新入生勧誘に

も本格的に取り組む時期となります。新たな仲間を迎え、チーム全体がさらに活気づくよ

う努めてまいります。 

本年も変わらぬご支援・ご声援を何卒よろしくお願い申し上げます。 

テクニカルディレクター挨拶 
テクニカルディレクター 松本悠暉 

  
謹んで新春のお慶びを申し上げます。 

12 月は 2025 年度車両開発に向けた重要な取り組みを進めた月となりました。12 月 7 日

には、本田技研工業株式会社様の多大なるご協力のもと、モビリティリゾートもてぎにて

車両の動的実測を実施いたしました。今回が初めての本格的なデータ取得の機会となりま

した。今後は、得られたデータを詳細に分析し、計測手法や評価方法の課題を整理するこ

とで、実測精度のさらなる向上を図ってまいります。また、設計段階の最終確認として、

OB の皆様にもご参加いただき第 3 回デザインレビューを実施し、設計内容ならびに今後

のスケジュールについて確認を行いました。いただいたご意見を反映し、設計を正式に確

定させ、現在は車両製作工程へと移行しております。 

本年も変わらぬご支援・ご声援を何卒よろしくお願い申し上げます。 



 

 

12 月の日程、1 月の予定 
2025 年 12 月 

 
2026 年 1 月 

 



 

 

各セクションの活動報告 
パワートレイン班 

パワートレイン班リーダー 先進工学部機械理工学科 2 年 朝日大介 

 
・エキゾーストマニホールド(排気) 

 設計方針として、諸元を変更せずに設計値を出すことに重点を置いております。昨年と管

⾧や径を変えないまま、形状に工夫を凝らしました。 

 

昨年度はメインフープをまたぐレイアウトとなっておりましたが、今年度はエキゾースト

マニホールドをすべてドライバーシートの下に収めるレイアウトとすることに決定しまし

た。 

  

 
Fig.1 昨年度排気 

 
Fig.２ 今年度排気 



 

 

・燃料タンク 

 昨年度の燃料タンクは空吸いを起こした

り、製作段階のすり合わせでエキゾースト

マニホールドとのクリアランス不足が発覚

したりするなど、車両の耐久性を損なうパ

ーツとなっておりました。とりわけ問題と

なったのが、シート下のスペーシングです。

エキゾーストマニホールドとのクリアラン

スをとる段階で、燃料タンクの形状修正を

繰り返しました。その結果、燃料漏れや容量

低下が発生しました。このことから、今年度

の燃料タンクは容量を昨年度から 0.5L 増加

させた暫定 6.0L とし、最短距離 35mm と、

クリアランスを十分に確保できるスペーシ

ングに決定しました。 

 

・冷却 

 昨年度は冷却性能の不足が確認され、車両の耐久性を損なう状態となっておりました。そ

こで今年度は計算結果から諸元を決定し、その評価及び性能決定に時間を割くことで定量

的な設計を行うことにいたしました。具体的な数値としては、熱交換でラジエーターに必要

な質量流量1.2413、ウォーターポンプの性能から、冷却ラインの曲げによる圧力損失 1634Pa

を譲歩分と決定いたしました。⾧期計画として、数年をかけて計算を確かなものとし、冷却

性能の向上を図ります。 

 ラジエーター角度については、エアロ班の解析によりラジエーター含むサイドポッドに

車両中心から外側に 10 度ほど傾いた風の流れがあることが分かりました。従って、昨年度

までは 15 度であった角度を 10 度に変更いたしました。 

 

 
Fig.4 今年度冷却  

 

 
Fig.3 今年度燃料タンク 



 

 

足回り班 
足回り班リーダー 工学部機械工学科 2 年 髙橋真育 

  
・設計 

今年度はベルクランクやアップライトの設

計変更に伴い、大学内の 5 軸加工機で製作い

たします。しかし、現役メンバーには製作実

績がなく CAM の知見が失われていたため、

現在大学の先生方や OB の皆様にご協力いた

だき、設計及び製作準備を行っております。特

にスケジュール感の遅れには細心の注意を払

ってまいります。 

 

・実測 

12 月 7 日に本田技研工業株式会社様のご厚意により、モビリティリゾートもてぎにて走

行試験を実施しました。足回り班では、車両データ取得のため昨年度車両のスタビリティフ

ァクターの実測を行いました。定常の速度で舵角を一定の加速度で切り増していく試験を

行いました。この試験では横加速度 G 及び舵角センサー、GPS を用いて測定を行いました。

今後この測定データを用いて定量評価を行ってまいります。 

 

 
Fig.6  舵角センサーと横加速度の測定データ 

 
Fig.5  CAM データ作成の様子 



 

 

・製作スケジュール 

 

Fig.7  パーツ別の製作スケジュール 

 

2 月 26 日接地に向け、このようなスケジュールで製作を行ってまいります。5 軸加工機を

使用しない A-arm やスタビライザーなどは、接地予定までに 2 セットを完成できるように

製作を行ってまいります。 

  



 

 

シャシ班 
シャシ班リーダー 工学部機械工学科 2 年 結解和宏 

  
 目標としていた年内の発注 ・設計凍結を叶えることが出来ました。これからの製作期では、

効率的に作業を進め、シェイクダウンをできるように活動してまいります。 

 

・フレーム 
 フレームを組み上げる際に必要となる治具の製作に着手しました。現在は 1 年生が主
体となり、溶接時に正確に組み上げられるよう、アルミフレーム治具のけがき作業を進
めております。また、溶接作業を容易にすべく、MDF による治具の製作も並行して進
めております。 
アルミフレームは１月 24 日、MDF 治具は 1 月 15 日を完成予定日として進めておりま
す。 

 
 

・ステアリング 

 ラックカバーとアルミマウントの締結部の設

計で、はめあいによる形状変更を行いました。こ

の変更に伴い、ボルト締結の穴を 4 つから２つ

に変更し、またさらに剛性を上げるためにギア

ボックスとアルミマウントにステーを用いて締

結する設計にしました。 

その他パーツに関しては、設計凍結しており製

作を開始する予定です。  

 

Fig.8 MDF 治具 CAD 図 

 

Fig.9 アルミフレーム治具完成予想図 

 

Fig.10 今年度のステアリング 



 

 

エアロ班 

 エアロ班リーダー 工学部機械システム工学科 2 年 菊地祐汰 

 
12 月は、今シーズンの開発を締めくくる重要な月となり、設計凍結に伴う最終確認作業

および必要資材の発注を中心に活動を行いました。 

これまで検討を重ねてきた各部品について、設計内容や仕様に問題がないかを改めて確

認し、製作に向けた準備を整えました。特に、製作に時間を要する部品については、納期を

考慮しながら発注を進め、今後の製造工程が円滑に進むよう調整を行いました。 

また、株式会社木村鋳造所様より工場説明の機会をいただきました。鋳造型の製作工程や

加工現場を理解することで、設計したデータがどのような工程を経て製品として形になるの

かを理解することができ、今後の設計活動において非常に有意義な経験となりました。 

 

 
Fig.11 12 月 7 日試走に向けたラジエータ―へのピトー管設置 

 

さらに、2025 年最後の試走として、12 月 7 日に本田技研工業株式会社様のご厚意により、

茂木のコースをお借りして走行試験を実施しました。試走では、車両の基本的な挙動確認を

行うとともに、各種センサーを用いたデータ取得を実施しました。実走行環境でのデータを

取得できたことで、車両の状態を把握する貴重な機会となりました。本年度の活動は、多く

の企業様および関係者の皆様のご支援によって成り立っております。改めまして、日頃より

多大なるご支援とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。  
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Tools by Sanjo Niigata 
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工学院大学校友会 工学院大学機械系同窓会 工学院大学学生フォーミュラOB会 

 工学院大学 自動制御研究室  

https://www.honda.co.jp/?msockid=1204e27d7058624a04f4f63571836362
https://www.onosokki.co.jp/
https://www.kyowa-ei.com/
http://www.vi-grade.co.jp/
https://y-nikken.sub.jp/
https://www.kimuragrp.co.jp/fmc/
https://www.nats.ac.jp/
https://hexajapan.co.jp/
https://www.threebond.co.jp/
https://www.jari.or.jp/
https://kuroki.co.jp/
https://www.solidworks.com/ja
https://www.idaj.co.jp/
https://www.honda-tft.co.jp/
https://www.sws.co.jp/
https://www.ankerjapan.com/
https://www.wako-chemical.co.jp/
https://anatech.jp/
https://autista-s.com/
https://www.busyu.co.jp/
https://www.yukilabo.co.jp/index.php?LECOFRAME
https://www.autotechnic.co.jp/
https://www.kyowa-uj.com/
https://www.st-link.co.jp/
https://www.fomo.co.jp/
https://www.kinokuni-e.com/s/company
http://www.aurora.dti.ne.jp/%7Eksdp/
https://festika-tochigi.com/top/
http://kohshin-chem.co.jp/
https://www.sankyo-radiator.co.jp/
http://tuningshop-stf.com/
https://www.nok.co.jp/?_ga=2.54194927.695338573.1707215938-1175206315.1707215938&_gl=1*bazpdf*_ga*MTE3NTIwNjMxNS4xNzA3MjE1OTM4*_ga_S259M9P42W*MTcwNzIxNTkzNy4xLjEuMTcwNzIxNTk0Ni41MS4wLjA.
http://www.enuma.co.jp/
https://www.billion-inc.co.jp/index2.html
https://ghcraft.com/
https://tonkachi.com/
https://saito-tosou.com/
https://www.ndc-group.co.jp/
https://wd40.asia/jp/
https://www.hitachiastemo.com/jp/
https://www.dixcel.co.jp/
https://southco.com/ja_jp_int/Renewable-Energy
https://www.igus.co.jp/
https://fukai.co.jp/
https://www.anextool.co.jp/
https://www.3peaks.co.jp/
https://www.keiba-tool.com/
https://www.matsui-seimitsu.co.jp/index.html
https://www.nifco.com/
https://www.t-t-s.jp/
https://www.hokushinmdf.jp/
https://www.xam-japan.co.jp/
https://www.u-kartcircuit.com/
https://www.diatex.co.jp/
https://xenova.shop/
https://www.tesec.co.jp/
https://www.thk.com/jp/ja/
https://www.hi-lex.co.jp/
https://www.nsk.com/jp/
https://kk-hamano.com/
https://www.enable-os.co.jp/
https://www.sglcarbon.jp/
https://www.sglcarbon.jp/
https://sanyo-coat.jp/
https://www.sts-japan.com/
https://www.hks-power.co.jp/
https://www.nhkspg.co.jp/
https://www.carbonmagic.com/
https://sango.jp/


 

 

連絡先 
工学院大学 学生フォーミュラプロジェクト  

工学院レーシングチーム（KRT）  

  

顧問  

工学部 機械工学科  

自動車音響振動研究室 山本崇史 教授 

メールアドレス:takashi_yamamoto@cc.kogakuin.ac.jp  

  

2026 年度チームリーダー  

工学院大学 先進工学部 環境化学科 2 年 石井伶奈 

メールアドレス:s324006@ns.kogakuin.ac.jp  

 

住所:〒:192-0015   

東京都八王子市中野町 2665-1 工学院大学八王子キャンパス 17 号館 1 階夢づくり工房  

  

WEB page: https://www.ns.kogakuin.ac.jp/wwa1032/  

Facebook: https://www.facebook.com/KogakuinRacingTeam   

Twitter: http://twitter.com/kogakuinrace  

Instagram: https://www.instagram.com/krt_fsae/ 
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